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Ⅰ 評価にあたって 
 

１．はじめに 

「石狩水道ビジョンロードマップ」は、令和７年３月に策定された「石狩水道ビジョン

2025－2034｣で示されている３つの理想像【持続、安全、強靭】を具現化するため、次回フォ

ローアップを実施する令和 10 年度までの４年間（R７～R10）で取り組むべき重点的な方策や

スケジュールを可能な限り明確に示すものとして作成したものです。 

このロードマップでは理想像の実現に向けた６つの重点目標の下、14 項目 44 方策を掲げ石

狩市水道事業の重要施策として取り組みを行い、その進行管理についても毎年度評価を実施し、

理想像の達成に向けた定量的な評価を行っていきます。 

各計画の見直し年次の統一により、石狩水道ビジョンの４年間の取り組みを定量的に評価す

ることで、その結果を令和 10 年度以降のフォローアップ作業に反映します。 

 

２．方策実現のための体制 

本ビジョン実現に向けては、方策別に各担当及び各ワーキンググループ（WG）を設置し、検

討や実施を進め、総括は水道ビジョンプロジェクトチーム（PT）がこれを担うこととします。

PT、各 WG 及び担当の役割分担については、下記のとおりとします。 

 

水道ビジョンプロジェクトチーム（PT） 

：水道営業課長、水道施設課長、水道営業課総務担当主査、水道施設課上水道整備担当主査  

・ロードマップの進行管理、評価についての取りまとめを行うほか、全体的な課題について

の検討を行う 

①災害対策ワーキンググループ 

 ：水道施設課各担当、水道営業課各担当 

 ・主に各種災害、事故の対策及び訓練に係る検討を行う 

  ②研修プログラムワーキンググループ 

 ：水道施設課各担当、水道営業課各担当 

 ・主に人材育成に係る研修等についての検討を行う 

  ③水道 DX 化ワーキンググループ 

 ：水道施設課各担当、水道営業課各担当 

 ・主に水道事業の DX化に係る検討を行う 
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  ④水道広報ワーキンググループ 

：水道施設課各担当、水道営業課各担当 

 ・主に水道事業に係る PR・広報についての検討を行う 

  ⑤業務効率化ワーキンググループ 

：水道施設課各担当、水道営業課各担当 

 ・主に業務の効率化に係る検討を行う 

  ⑥上水道整備担当（浄水）、⑦上水道整備担当（給配水）、⑧上水道整備担当（工務） 

⑨総務担当、料金担当 

 ：水道施設課各担当、水道営業課各担当 

 ・主に担当の業務に係る検討を行う 
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○PT,各WG及び担当の役割分担

名称 メンバー 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

２①１） 継続 a.事業の確実な遂行のためロードマップ評価の実施

b.ビジョン内容の予算への反映

２①２） 中期 a.ロードマップ評価による進捗管理

b.事業の進捗や財政状況の把握

c.料金改定についての検討

２③１） 継続・長期 近隣事業体との「業務の共同化」について検討 a.北海道水道広域連携プランから、実現可能性について検討

２③２） 継続
広域連携に関する会議などの参加や先進事例の
研究

b.研修、会議内容について実現性の検討

２⑤１） 継続・中期 地区別の水需要動向の現状分析 a.大型需要者の立地や新たな宅地造成など関係部署と連携した水需要動向の把握

b.各種計画見直しに伴う水需要予測の実施

３①１) 中期 民間委託の拡大を含む水道職員の確保 a.管理・更新一体マネジメント（レベル３．５）の検討

b.直営で行っている業務の委託化の検討及び実施

３①４） 継続
研修への積極的な参加の継続や他水道事業体
職員との情報交換 b.近隣水道事業体との広域連携推進のための情報交換

３①５） 長期 上下水道一体化への取り組み b.上下水道一体で業務の効率化、組織力強化、サービス向上について検討

５①２） 短期 a.再生可能エネルギー利用率の向上

b.二酸化炭素（CO²）排出量の削減

名称 メンバー 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

１①２） 短期 a.既存ケーススタディの内容の見直しと改定

b.水質編、災害編ほかと統合し、災害等対応マニュアル（仮）として改定

４②１） 中期 緊急貯水槽など総合的な応急給水拠点の整備 a.給水車、資機材運搬車の増強検討、緊急貯水槽設置の検討

b.応急給水拠点の選定及び整備の検討

４②２） 短期 燃料や資機材等の調達・流通手段の確保 a.災害時の燃料や資機材等の調達手段について、再チェックし、確実な確保に努める

４②３） 短期 各災害用マニュアルの見直し a.災害用マニュアルの見直し作業

b.災害対策マニュアルのリニューアル

４②４） 継続 組織内での災害訓練等の定期的な実施 a.災害マニュアルに基づき、年一回以上の災害訓練を実施

４②５） 継続・中期 他の水道事業者等との共同防災訓練の実施 a,.日水協や企業団からの訓練要請への積極的参画

b.災害マニュアルに基づき、他事業体との訓練を検討

６①４） 短期・中期 a.防災に関する広報活動の拡充

b.防災意識の醸成により市民との防災訓練を実施

名称 メンバー 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

１①５） 継続 水質管理や水処理を行う人材の育成 a.年度ごとの研修計画作成（他業務含む）

b.委託先や企業団などへの実務研修の検討

２③２） 継続 a.年度ごとの研修、会議計画の策定

b.研修、会議内容について実現性の検討

３①２） 短期 a.日水協や札幌市主催の外部研修への参加計画を策定

b.委託先や再任用職員を活用したOJTによる人材育成計画を検討

３①３） 短期
技術継承のため水道を熟知した再任用職員の活
用と維持管理マニュアルの整備

a.OJTなどによる再任用職員の活用方法の検討

３①４） 継続
研修への積極的な参加の継続や他水道事業体
職員との情報交換

a.策定した研修計画に基づく研修への参加と研修内容の活用

３②４） 短期 職員のデジタルスキルの強化 a.デジタル人材の育成・確保のための研修プログラムの検討・実施

名称 メンバー 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

２③１） 継続・長期 近隣事業体との「業務の共同化」について検討 b.DX化などの連携について検討

３①３） 短期
技術継承のため水道を熟知した再任用職員の活
用と維持管理マニュアルの整備

c.DX化の活用などの検討

３①５） 長期 上下水道一体化への取り組み b.上下水道一体で業務の効率化、組織力強化、サービス向上について検討

３②１） 中期
組織体制の維持・強化やコスト縮減に向けた効果
的な新技術・DX化の検討

a.DX化による業務の効率化を検討

３②２） 短期 a.目標設定やニーズ評価の実施

b.テストエリアの設定とトライアルの実施

３②３） 短期 水道情報一括管理システム導入の検討 a.上下水道マッピングシステム導入の検討

b.水道施設台帳のシステム化検討

c.その他システム化についての検討

３②４） 短期 職員のデジタルスキルの強化 a.デジタル人材の育成・確保のための研修プログラムの検討・実施

名称 メンバー 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

１①３） 継続・短期 水の安全性に関する情報の公開 a.水質検査結果の公表（年２回の継続）

b.公表時にわかりやすい説明を添えて公開

２④１） 継続
安全で信頼される水道水の提供の継続による水
道普及率維持

c.安全で信頼される水道水のPR

６①１） 中期 a.経営戦略見直しに合わせ利用者アンケートを実施

b.利用者ニーズをサービス向上に反映

６①２） 短期 a.HPの充実及び他の媒体による情報発信を検討

b.イベントを利用した水道のPRなど広報活動を実施

６①３） 短期 子どもたちへ水道に関する特別授業等を実施 a.児童生徒に水道を正しく理解してもらうための取り組みを検討

６①４） 短期・中期
災害対策に関する広報活動と市民との共同防災
訓練の実施

a.防災に関する広報活動の拡充

６②１） 短期
各家庭における給水装置の適切な管理方法につ
いてのPR

a.給水装置の正しい理解・維持管理について広報による周知を図る

名称 メンバー 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

３①３） 短期
技術継承のため水道を熟知した再任用職員の活
用と維持管理マニュアルの整備

b.各作業別のマニュアル整備

３①５） 長期 上下水道一体化への取り組み b.上下水道一体で業務の効率化、組織力強化、サービス向上について検討

３②４） 短期 職員のデジタルスキルの強化 b.水道のDXを推進する担当者を設置

広域連携に関する会議などの参加や先進事例の
研究

知識や技術力強化のための人材育成・研修計画
の策定

水道メーター指針の遠隔検針（スマートメーター）
導入の検討

利用者ニーズを把握するためアンケート調査を実
施

ホームページ等の充実やイベントなどの参加によ
る水道のPRの実施

⓪水道ビジョンPT

水道営業課長
水道営業課総務担当主査
水道施設課長

水道施設課上水道整備担当
主査

見直し年次を合わせた「経営戦略」と「更新計画」
による健全な事業運営の継続

「経営戦略」と「更新計画」を４年ごとにローリング
し「石狩水道ビジョン」を時点修正

①災害対策WG

【水道施設課】
上水道整備担当
【水道営業課】
総務担当
料金担当

関係機関との連携による再生可能エネルギーの
地産地消の推進

様々な水質事故を想定したケーススタディと対応
マニュアルの拡充

災害対策に関する広報活動と市民との共同防災
訓練の実施

②研修プログラムWG

【水道施設課】
上水道整備担当
【水道営業課】
総務担当
料金担当

③水道DX化WG

④水道広報WG

【水道施設課】
上水道整備担当
【水道営業課】
総務担当
料金担当

【水道施設課】
上水道整備担当
【水道営業課】
総務担当
料金担当

⑤業務効率化WG

【水道施設課】
上水道整備担当
【水道営業課】
総務担当
料金担当
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名称 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

１①１） 継続 a.水安全計画の毎年度評価を実施（年一回年度末）

b.水質検査計画の策定・公表（年一回年度末）

１①３） 継続・短期 水の安全性に関する情報の公開 a.水質検査結果の公表（年２回の継続）

b.公表時にわかりやすい説明を添えて公開

１①４） 継続・中期 水道水質の変化や水質基準の強化への対応 a.水安全計画の毎年度評価を踏まえ、３年ごとに検証

b.紫外線処理及び緩速ろ過設備の前処理検討

c.水質基準強化に対し、都度、水安全計画において検証

２②２） 継続 夜間流量の監視と漏水調査の実施 a.夜間流量の監視による漏水の疑いのある地区の特定

２④１） 継続 a.計画的な配水池清掃・洗管作業の実施

b.水質・漏水事故の予防と対応

２④２） 継続 人口減少地域における水質など維持管理の持続 a.人口減少地域における水質の管理

b.維持管理しやすい施設への更新や修繕の検討及び実施

２⑤２） 継続・中期 ダウンサイジングや施設の統廃合の検討 a.ダウンサイジングが可能な施設の事業実施によるコスト縮減

b.施設更新時に施設の統廃合を検討

２⑤３） 継続・中期
多様な手法による水供給の可能性についての検
討

a.新技術や新たな手法による様々な水供給について調査・研究し、実現の可能性につい
て検討する

b.主に濃昼や実田地区における水供給手法の検討

５①１） 継続 設備更新時に省エネルギー・高効率機器の導入 a.ポンプ等の更新時には高効率ポンプ・インバーター制御など省エネ機器を検討し、設置
する
b.照明等のLED化を実施

５①２） 短期
関係機関との連携による再生可能エネルギーの
地産地消の推進

a.再生可能エネルギー利用率の向上

名称 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

１②１） 短期 貯水槽水道のリスト化と水質管理の実施 a.貯水槽設置者のリスト化とリストの有効な活用方法の検討

b.貯水槽水道設置者が把握できていない地区の対策

１②２） 継続・中期 直結式給水方式への普及促進 a.貯水槽水道のリストより、直結給水方式へ移行可能な設置者のリストアップ

b.普及促進への対策を検討

２②２） 継続 夜間流量の監視と漏水調査の実施 a.夜間流量の監視による漏水の疑いのある地区の特定

b.漏水特定地区における調査の実施

c.漏水調査計画の作成など

２②３） 中期 更新及び漏水修繕による有収率向上 a.毎年度、漏水調査により判明した漏水箇所の計画的修繕

b.毎年度、腐食が疑われる箇所の計画的修繕

c.石狩、厚田、浜益、全体で令和５年度比からの向上を目指す

２④１） 継続 a.計画的な配水池清掃・洗管作業の実施

b.水質・漏水事故の予防と対応

４①３） 中期 断水リスク軽減の管網整備 a.厚田・浜益地区の管網・バルブ設置の検討

６②１） 短期 各家庭における給水装置の適切な管理方法につ
いてのPR

a.給水装置の正しい理解・維持管理について広報による周知を図る

６②２） 継続 指定給水装置工事事業者への監督・指導の実施 a.指定給水装置工事事業者の法令違反や不適切工事の防止に努める

名称 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

２②１） R12完了 更新年数を迎えた水道管の計画に基づいた更新 a.更新事業の進捗管理（特に花川北地区）

b.更新事業を促進する方策の検討

２②３） 中期 更新及び漏水修繕による有収率向上 a.毎年度、漏水調査により判明した漏水箇所の計画的修繕

b.毎年度、腐食が疑われる箇所の計画的修繕

c.石狩、厚田、浜益、全体で令和５年度比からの向上を目指す

２④２） 継続 人口減少地域における水質など維持管理の持続 a.人口減少地域における水質の管理

b.維持管理しやすい施設への更新や修繕の検討及び実施

２⑤２） 継続・中期 ダウンサイジングや施設の統廃合の検討 a.ダウンサイジングが可能な施設の事業実施によるコスト縮減

b.施設更新時に施設の統廃合を検討

２⑤３） 継続・中期
多様な手法による水供給の可能性についての検
討

a.新技術や新たな手法による様々な水供給について調査・研究し、実現の可能性につい
て検討する

b.主に濃昼や実田地区における水供給手法の検討

３①５） 長期 上下水道一体化への取り組み a.上下水道耐震化計画に基づいた事業の推進

４①１） 継続・中期 基幹管路の耐震性確保 a.計画に基づき、更新の進捗や重要度、経営状況を踏まえ基幹管路の耐震化を実施

b.R11年までに基幹管路の耐震化率33％を目指す(R6d→29％）

４①２） 継続・長期 地震に強い管路システムの構築 a.計画に基づき、更新の進捗や重要度、経営状況を踏まえ更新及び耐震化を継続

b.R11年までに管路全体の耐震化率19％を目指す（R6d→16％）

名称 番号 目標期間 取り組むべき方策 取組目標（案）

５①２） 短期 a.再生可能エネルギー利用率の向上

b.二酸化炭素（CO²）排出量の削減

「水安全計画」を基本とした水道施設全体の総合
的な管理

安全で信頼される水道水の提供の継続による水
道普及率維持

関係機関との連携による再生可能エネルギーの
地産地消の推進

安全で信頼される水道水の提供の継続による水
道普及率維持

⑧上水道整備担当
（工務）

⑨総務担当

⑥上水道整備担当
（浄水）

⑦上水道整備担当
（給配水）



- 5 - 

 

３．石狩水道ビジョンロードマップの評価方法 

（１）基本方針 

  石狩水道ビジョンロードマップの評価にあたっては、水道利用者が市水道事業の判断材料の一

つとして活用していただけるよう、わかりやすく客観的に示すことを基本とし、方策ごとに以下の

２つの評価指標から評点を求め、総合的に評価を行います。 

① 「石狩水道ビジョンロードマップをどの程度達成したか」（取組状況評価：5 点満点） 

② 「取り組みの成果はどうだったか」（実施状況評価：5 点満点） 

 
（２）評価方法 

① 取組状況評価  

各担当及び WG が方策ごとに取り組みの進捗状況を次の評価基準により６段階で、毎年度末見込

みで評価を行います。 

 
評価基準 

評点 区分 基   準 

５点 達成 方策を 100％達成したと判断される段階(継続実施している方策を含む) 

４点 ほぼ達成 方策について、75％以上 100％未満達成したと判断される段階 

３点 実施中 方策について、50％以上 75％未満達成したと判断される段階 

２点 一部実施中 方策について、25％以上 50％未満達成したと判断される段階 

１点 検討中 方策の実施に向け検討中（～25％未満） 

０点 未着手 方策に着手していない段階（０％） 
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② 実施状況評価 

PT が、方策ごとに取り組みの成果を次の評価基準により６段階で評価します。 
 

評価基準 
 

評点 区分         基   準 

５点 十分 十分な成果が得られた 

４点 ほぼ十分 ほぼ十分な成果が得られた 

３点 一定 一定の成果が得られた 

２点 一定・課題 一定の成果が得られたが、課題を残した 

１点 不十分 不十分な成果だった 

０点 成果無 未着手 
 

③ 評点合計 

①取組状況評価、②実施状況評価の各評点を合計（10 点満点）します。 

 
④ 評価結果 

方策ごとに評点合計を次の評価基準により５段階で評価します。 
 

評価基準 

 

（３）総合評価（単年度、４年分(R７～R10)） 

各年度において、定量化された評点（10 点満点）を重点目標別に取りまとめ、さらにその

４年間分を合算します。 

総合評価は、各項目の合算値を平均し評価表記を行い全体の評価とします。 
 

評価基準 

評 点 評 価 評価表記 

評点合計 ９～１０点 実施・実現達成率が８０％以上～１００％ A 

評点合計 ７～ ８点 実施・実現達成率が６０％以上～８０％未満 B 

評点合計 ５～ ６点 実施・実現達成率が４０％以上～６０％未満 C 

評点合計 ３～ ４点 実施・実現達成率が２０％以上～４０％未満 D 

評点合計 ０～ ２点 実施・実現達成率が０～２０％未満 E 

評 点 評 価 評価表記 

評点合計 8.1～10.0 点 十分に実施または実現されている ◎

評点合計 5.1～ 8.0 点 一定程度、実施または実現されている ○ 

評点合計 2.1～ 5.0 点 実施または実現されていない △ 

評点合計 0.0～ 2.0 点 殆ど実施または実現されていない × 
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Ⅱ 石狩水道ビジョンロードマップ評価表 
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６．市民とのコミュニケーションの充実

ロードマップ

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

次期計画策定時の水需要調査（中期） ④水道広報WG

水道に関するアンケートを実施し、サービス向上に反映（中期）

HP等の内容のリニューアル検討（短期） ④水道広報WG

イベントの参加によるPR実施（短期）

子どもたちに向けた水道に関する特別授業や施設見学の検討（短期） ④水道広報WG

防災に関する広報活動による市民との情報の共有（短期） ①災害対策WG

④水道広報WG

市民との共同防災訓練の実施（中期）

給水装置の適切な管理についての周知・啓発（短期） 給配水

④水道広報WG

指定給水装置工事事業者への監督・指導（継続） 給配水

２）指定給水装置工事事業者への監督・指導の
実施

給
水
装
置
に
お
け
る

事
故
防
止

番号 項目 取り組むべき方策 取り組み状況 担当

１）各家庭における給水装置の適切な管理方法
についてのPR

４）災害対策に関する広報活動と市民との共同防
災訓練の実施

①

②

水
道
に
関
す
る
市
民
と
の
情
報
の
共
有
化

取り組み目標

a.経営戦略見直しに合わせアンケートを
実施
b.利用者ニーズをサービス向上に反映
【R７】

a.HPの充実及び他の媒体による情報
発信を検討
b.イベントを利用した水道のPRなど広報
活動を実施
【R７】

a.児童生徒に水道を正しく理解してもら
うための取り組みを検討
【R７】

a.防災に関する広報活動の拡充
b.防災意識の醸成により市民との防災
訓練を実施
【R７】

a.給水装置の正しい理解・維持管理に
ついて広報による周知を図る
【R７】

a.指定給水装置工事事業者の法令違
反や不適切工事の防止に努める
【R７】

３）子どもたちへ水道に関する特別授業等を実施

２）ホームページ等の充実やイベントなどの参加
による水道のPRの実施

１）利用者ニーズを把握するためアンケート調査
を実施

取組状況評価 実施状況評価 評点合計
（/10点）

評価結果
区分

評点
（/5点） 区分

評点
（/5点） 取組みの評価（方策の方向性どおり達成できているか）

持続

安全
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Ⅲ 石狩水道ビジョンロードマップ重点目標別評価表(総合評価) 
 

総合評価(重点目標別) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①水源から給水栓まで安全で信頼される水道による安定供給の継続

１）「水安全計画」を基本とした水道施設全体の総合的な管理

a.水安全計画の毎年度評価を実施（年一回年度末）

b.水質検査計画の策定・公表（年一回年度末）

２）様々な水質事故を想定したケーススタディと対応マニュアルの拡充

a.既存ケーススタディの内容の見直しと改定

b.水質編、災害編ほかと統合し、災害等対応マニュアル（仮）として改定

３）水の安全性に関する情報の公開

a.水質検査結果の公表（年２回の継続）

b.公表時にわかりやすい説明を添えて公開

４）水道水質の変化や水質基準の強化への対応

a.水安全計画の毎年度評価を踏まえ、３年ごとに検証

b.紫外線処理及び緩速ろ過設備の前処理検討

c.水質基準強化に対し、都度、水安全計画において検証

５）水質管理や水処理を行う人材の育成

a.年度ごとの研修計画作成（他業務含む）

b.委託先や企業団などへの実務研修の検討

②貯水槽水道等の管理体制の継続

１）貯水槽水道のリスト化と水質管理の実施

a.貯水槽設置者のリスト化とリストの有効な活用方法の検討

b.貯水槽水道設置者が把握できていない地区の対策

２）直結式給水方式への普及促進

a.貯水槽水道のリストより、直結給水方式へ移行可能な設置者のリストアップ

b.普及促進への対策を検討

１．安全で安定した水の供給確保
評価

評点合計(/10点)
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①一体的な計画に基づいた事業運営の継続

１）見直し年次を合わせた「経営戦略」と「更新計画」による健全な事業運営の継続

 a.事業の確実な遂行のためロードマップ評価の実施

b.ビジョン内容の予算への反映

２）「経営戦略」と「更新計画」を４年ごとにローリングし「石狩水道ビジョン」を時点修正

a.ロードマップ評価による進捗管理

b.事業の進捗や財政状況の把握

c.料金改定についての検討

②漏水リスクの軽減と有収率向上

１）更新年数を迎えた水道管の計画に基づいた更新

a.更新事業の進捗管理（特に花川北地区）

b.更新事業を促進する方策の検討

２）夜間流量の監視と漏水調査の実施

a.夜間流量の監視による漏水の疑いのある地区の特定

b.漏水特定地区における調査の実施

c.漏水調査計画の作成など

３）更新及び漏水修繕による有収率向上

a.毎年度、漏水調査により判明した漏水箇所の計画的修繕

b.毎年度、腐食が疑われる箇所の計画的修繕

c.石狩、厚田、浜益、全体で令和５年度比からの向上を目指す

③発展的広域化の推進

１）近隣事業体との「業務の共同化」について検討

a.北海道水道広域連携プランから、実現可能性について検討

b.DX化などの連携について検討

２）広域連携に関する会議などの参加や先進事例の研究

a.年度ごとの研修、会議計画の策定

b.研修、会議内容について実現性の検討

２．水の供給体制の持続
評価

評点合計
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④水道普及率の維持と人口減少地域の維持管理の持続

１）安全で信頼される水道水の提供の継続による水道普及率の維持

a.計画的な配水池清掃・洗管作業の実施

b.水質・漏水事故の予防と対応

c,安全で信頼される水道水のPR

２）人口減少地域における水質など維持管理の持続

a.人口減少地域における水質の管理

b.維持管理しやすい施設への更新や修繕の検討及び実施

⑤水需要の動向を踏まえた効率的な施設配置の検討

１）地区別の水需要動向の現状分析

a.大型需要者の立地や新たな宅地造成など関係部署と連携した水需要動向の把握

b.各種計画見直しに伴う水需要予測の実施

２）ダウンサイジングや施設の統廃合の検討

a.ダウンサイジングが可能な施設の事業実施によるコスト縮減

b.施設更新時に施設の統廃合を検討

３）多様な手法による水供給の可能性についての検討

a.新技術や新たな手法による様々な水供給について調査・研究し、実現の可能性について検討する

b.主に濃昼や実田地区における水供給手法の検討
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①持続可能な技術基盤の確保と民間活用の推進

１）民間委託の拡大を含む水道に携わる人員の確保

a.管理・更新一体マネジメント（レベル３．５）の検討

b.直営で行っている業務の委託化の検討及び実施

２）知識や技術力強化のための人材育成・研修計画の策定

a.日水協や札幌市主催の外部研修への参加計画を策定

b.委託先や再任用職員を活用したOJTによる人材育成計画を検討

３）技術継承のため水道を熟知した再任用職員の活用と維持管理マニュアルの整備

a.OJTなどによる再任用職員の活用方法の検討

b.各作業別のマニュアル整備

ｃ.ＤＸ化の活用などの検討

４）研修への積極的な参加の継続や他水道事業体職員との情報交換

a.策定した研修計画に基づく研修への参加と研修内容の活用

b.近隣水道事業体との広域連携推進のための情報交換

５）上下水道一体化への取り組み

a.上下水道耐震化計画に基づいた事業の推進

b.上下水道一体で業務の効率化、組織力強化、サービス向上について検討

②水道事業のDX化の推進

１）組織体制の維持・強化やコスト縮減に向けた効果的な新技術・DX化の検討

a.DX化による業務の効率化を検討

２）水道メーター指針の遠隔検針（スマートメーター）導入の検討

a.目標設定やニーズ評価の実施

b.テストエリアの設定とトライアルの実施

３）水道情報一括管理システム導入の検討

a.上下水道マッピングシステム導入の検討

b.水道施設台帳のシステム化検討

c.その他システム化についての検討

４）職員のデジタルスキルの強化

a.デジタル人材の育成・確保のための研修プログラムの検討・実施

b.水道のDXを推進する担当者を設置

３．人材育成と組織力強化
評価

評点合計
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①地震など災害に強いライフラインの確保

１）基幹管路の耐震性確保

a.計画に基づき、更新の進捗や重要度、経営状況を踏まえ基幹管路の耐震化を実施

b.R11年までに基幹管路の耐震化率33％を目指す（R6d→29％）

２）地震に強い管路システムの構築

a.計画に基づき、更新の進捗や重要度、経営状況を踏まえ更新及び耐震化を継続

b.R11年までに管路全体の耐震化率19％を目指す（R6d→16％）

３）断水リスク軽減の管網整備

a.厚田・浜益地区の管網・バルブ設置の検討

②応急給水拠点と応急給水体制の整備

１）緊急貯水槽など総合的な応急給水拠点の整備

a.給水車、資機材運搬車の増強検討、緊急貯水槽設置の検討

b.応急給水拠点の選定及び整備の検討

２）燃料や資機材等の調達・流通手段の確保

a.災害時の燃料や資機材等の調達手段について、再チェックし、確実な確保に努める

３）各災害用マニュアルの見直し

a.災害用マニュアルの見直し作業

b.災害対策マニュアルのリニューアル

４）組織内での災害訓練等の定期的な実施

a.災害マニュアルに基づき、年一回以上の災害訓練を実施

５）他の水道事業者等との共同防災訓練の実施

a.日水協や企業団からの訓練要請への積極的参画

b.災害マニュアルに基づき、他事業体との訓練を検討

４．災害に強いライフラインの確保
評価

評点合計
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①脱炭素社会貢献のための環境コスト縮減と省エネルギー化の推進

１）設備更新時に省エネルギー・高効率機器の導入

a.ポンプ等の更新時には高効率ポンプ・インバーター制御など省エネ機器を検討し、設置する

b.照明等のLED化を実施

２）関係機関との連携による再生可能エネルギーの地産地活の推進

a.再生可能エネルギー利用率の向上

b.二酸化炭素（CO²）排出量の削減

５．環境負荷の低減
評価

評点合計

①水道に関する市民との情報の共有化

１）利用者ニーズを把握するためアンケート調査を実施

a.経営戦略見直しに合わせアンケートを実施

b.利用者ニーズをサービス向上に反映

２）ホームページ等の充実やイベントなどの参加による水道のPRの実施

a.HPの充実及び他の媒体による情報発信を検討

b.イベントを利用した水道のPRなど広報活動を実施

３）子どもたちへ水道に関する特別授業等を実施

a.児童生徒に水道を正しく理解してもらうための取り組みを検討

４）災害対策に関する広報活動と市民との共同防災訓練の実施

a.防災に関する広報活動の拡充

b.防災意識の醸成により市民との防災訓練を実施

②給水装置における事故の防止

１）各家庭における給水装置の適切な管理方法についてのPR

a.給水装置の正しい理解・維持管理について広報による周知を図る

２）指定給水装置工事事業者への監督・指導の実施

a.指定給水装置工事事業者の法令違反や不適切工事の防止に努める

６．市民とのコミュニケーションの充実
評価

評点合計
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7.総合評価(４年分) 

 

総合評価

①水源から給水栓まで安全で信頼される水道による安定供給の継続

②貯水槽水道等の管理体制の継続

①一体的な計画に基づいた事業運営の継続

②漏水リスクの軽減と有収率向上

③発展的広域化の推進

④水道普及率の維持と人口減少地域の維持管理の持続

⑤水需要の動向を踏まえた効率的な施設配置の検討

①持続可能な技術基盤の確保と民間活用の推進

②水道事業のDX化の推進

①地震など災害に強いライフラインの確保

②応急給水拠点と応急給水体制の整備

①脱炭素社会貢献のための環境コスト縮減と省エネルギー化の推進

①水道に関する市民との情報の共有化

②給水装置における事故の防止

評点
/10点
4年平均

評価結果
重点目標

項　目
R7 R8 R9 R10

３．人材育成と組織力強化

２．水の供給体制の持続

１．安全で安定した水の供給確保

５．環境負荷の低減

４．災害に強いライフラインの確保

６．市民とのコミュニケーションの充実


